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1 はじめに 
近年，健全な生態系を維持して持続可能な社

会を築くためのキーワードとして「生物多様

性」という言葉が多く使われてきた．生物多様

性を評価し生態系の保全計画を立案するには，

生物多様性の現況や傾向を知る必要があり，モ

ニタリングによる大量データの取得が不可欠で

ある．しかし，専門家のみの調査では人数や期

間の制約によって，大量データの取得は困難で

ある．一方，近年では市民参加型モニタリング

に注目が集まっており，大勢の参加者によって

大量データが取得でき，時間的・空間的に密度

の高い広域モニタリングが可能である．ただし，

種名の誤同定が含まれるので，データ品質管理

を行う必要がある． 

我々は，奄美大島における多様な方法で得ら

れる生物データを蓄積しデータ公開・情報共

有・データ解析を行えるワークベンチを開発中

である．本稿では上記のうち，スマートフォン

を用いたクラウドソーシングによる生物データ

収集のためのスマートフォンアプリケーション

のプロトタイプ開発について述べる． 

 

2 関連研究 
先行研究として，我々は東京におけるチョウ

類モニタリングデータを収集するシステムを開

発した．これは，市民がチョウを撮影し調査項

目を記録して Web ブラウザを介してデータをア

ップロードするものであり，2009 年より開始し

た．データの品質チェックを経て一般に公開す

る [1],[2]． 

eBird は，2002 年にアメリカの国立オーデュ

ボン協会が開始した，科学者，研究者や市民に

よるバードウォッチングレポートを扱うオンラ

インデータベースである．参加者がレポートを

Web 経由でアップロードし，レポートは品質チェ

ック後に公開される[3]． 

 

3 設計指針 
本章では，モニタリングで取得するデータに

ついて述べ，そのデータための提案アプリケー

ションの設計指針について述べる． 

3.1 調査データ 
調査に参加する調査員は，調査マニュアルに

従って調査を行う．その際，調査データは，調

査項目を記録し，画像，音声あるいは動画を保

存する．調査項目について，調査員番号，日時，

場所，天候，分類群，種名，個体数，周辺環境

等が含まれる． 

3.2 設計指針 
前章で紹介したような従来のシステムでは，

データアップロードは Web ブラウザを使用する

のが一般的であった．この方法では，調査時に

いったん記録用紙に記入し，帰宅してから Web

ブラウザ上で記録用紙を見ながら入力してデー

タを送信することになり，手間が多かった．一

方，最近ではスマートフォンが普及し，GPS によ

る位置情報取得や高解像度な画像・動画の撮影

が容易となった．また，スマートフォンアプリ

ケーション用の開発環境が提供され，自作のア

プリケーションの組み込みが容易になった． 

そこで本研究では，調査データ(調査項目・画

像・音声・動画)の記録，サーバへのデータアッ

プロードをスマートフォン上で行えるよう，ス

マートフォンアプリケーションを開発すること

とした．ただし，調査時にスマートフォンを使

用するため，以下を考慮して開発する． 

・ ターゲットの生物がすぐに記録出来るよう，

アプリケーション起動直後は画像・音声・動

画の記録ツールに移動する． 

・ PC と比べてスマートフォンは画面解像度が
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低いので，表示レイアウトを工夫する． 

・ 入力項目はなるべく選択式とする． 

また，サーバ側では，データアップロード(受

信)／データベース登録，データ品質管理の各ツ

ールを開発する．なお，データ品質管理は，ア

ップロードデータにおいて種名の間違いが含ま

れおり，これを修正できるようにするためのツ

ールである． 

 

4 提案アプリケーションの開発 
設計指針に沿って，データ収集アプリケーシ

ョンのプロトタイプを開発し，データを蓄積す

るサーバと接続した．図 1にその構成を示す． 
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図 1 アプリケーション構成図 

 

データ収集のスマートフォンアプリケーショ

ンは図 1 左側に示す機能を持つ．対応するスマ

ートフォンは，Android および iPhone である．

アプリケーションの起動後，ログインを行い，

先ずは画像・音声・動画の記録方法を選択する

(図 2(a))．この際に GPS の位置情報を取得する．

記録を終えたら，調査データ作成画面に遷移し，

調査項目を入力し，調査データを保存する(図

2(b))．調査項目入力よりも画像・音声・動画の

記録を優先としたのは，調査場所でターゲット

の生物を見つけたとき，素早くその様子を捉え

るためである．調査項目の入力はスキップが可

能で，調査以外のときにも入力ができる．GPS の

位置情報を取得できなかった際には，地図から

の位置情報入力が可能である．保存した調査デ

ータは，図 2(c)のメニューから調査データ一覧

を選択して，図 2(d)で閲覧可能である． 

奄美大島は森林部が 85%以上あり，島全体の面

積に対して携帯網のカバー率が低いため，デー

タアップロードは，調査員が都合の良いときや

電波状況が良いときにアップロードすることが

できる．データアップロードは，図 1 右側のサ

ーバと接続し，サーバはデータを受信して，デ

ータベースに登録し，画像・音声・動画ファイ

ルをアーカイブする．サーバは，DIAS[4]の計算

機資源を借りて，図 1 右側にある機能を開発・

統合して構築した． 

 

   
(a)記録方法選択   (b)調査項目入力 

   
(c)メニュー    (d)調査データ一覧 

図 2 モニタリングデータ収集アプリケーション 

 

6 まとめ 
本稿では，スマートフォンを用いたクラウド

ソーシングによる生物データ収集のためのスマ

ートフォンアプリケーションのプロトタイプ開

発について述べた．今後は，開発したアプリケ

ーションの対応機種拡大を行い，実証実験を行

う予定である． 
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